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研究成果の概要： 
 

真正粘菌変形体は，飢餓等の生育に不利な環境下で活発な原形質流動を停止し，耐性型細胞
へと分化する。このメカニズムの解明は，森林環境維持・保全等に非常に重要である。申請者
はこれまで，原形質流動停止を引き起こす新規ミオシンホスファターゼを発見し報告した。そ
こで本研究では次に，飢餓ストレス応答のメカニズムをさらに明らかにする為，ウェスタンブ
ロッティングおよび質量分析によるプロテオーム解析により関連分子を網羅的に探索した。 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
 

真正粘菌(Physarum polycephalum)変形体は，飢餓等の生育に不利な環境におかれると活発な
原形質流動を停止し，耐性型細胞のスクレロチウム（以下，Sc）へと分化する。真正粘菌はこ
れまで，環境指標となりうることが報告されてきた。生態系の一端を担う変形体が飢餓ストレ
ス(環境)に応じて運動を停止し冬眠状態に遷移するメカニズムの解明は，土壌・大気汚染や生
物の絶滅危機等の環境変化の指標に繋がる為，バイオーム（生物群系）を含む森林環境維持・
保全等に非常に重要であり，これが本研究の核心をなす学術的「問い」である。 
 
 
研究分野：生化学 分子生物学 細胞生物学 
 
キーワード：Physarum polycephalum Sclerotium 質量分析  
 
 
１．研究の目的 
 

本研究では変形体から Sc形成過程に関わる他の分子を探索し，飢餓ストレス応答のメカニズ
ムをさらに解明していくことを目的とする。その目的を達成するため既に私達は，真正粘菌が
多くのミトコンドリアを有する事と，変形体から Sc形成は飢餓誘導であることから，飢餓状態
においてミトコンドリア分解を行うオートファジーが関与している可能性を利用して実験を進
めてきた。そこで変形体から Sc形成に関与するタンパク質発現を，(1)ウェスタンブロッティ
ング法および(2)質量分析法を用いて解析することにした。 
 
 
２．研究成果 
 
1) 変形体からSc形成過程において，オートファジー関連分子の抗体5種類(Atg5，Atg7，Beclin，
p62，LC3)を用いてウェスタンブロッティングを行った。その結果，LC3および p62の発現量ピ
ークが認められ，これらの分子が Sc形成に関与することが示唆された。 
 
(2) 変形体から Sc形成過程に関与するタンパク質を予備的に探索する為，経時的にサンプリン
グした試料を二次元電気泳動法で比較し，発現量が大きく変化する 21分子を得た。それらの分
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子を質量分析法にて解析したところ 20 分子が同定され，真正粘菌に特異的な profilin-P，
calmodulin，Chaperon protein，pDG1，spherulin-3A，physarolisin，plasmin C，LAV1-2 お
よびアクチンが含まれていた。質量分析で解析された分子のうち，profilin-P および
calmodulinはアクトミオシン系に存在し，Chaperon proteinはタンパク質のフォールディング
に関与する。その他の pDG1，spherulin-3A，physarolisin，plasmin C，LAV1-2は機能がまだ
わかっていないが，変形体から Sc形成に関与することが本研究から示唆された。 
 

これらの分子の関連性をさらに調べていけば各分子の役割が明らかになりメカニズムが解明
され，飢餓応答に関与する細胞内での分子リモデリングが明らかになる。 
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